授業メモ　9/12

◎あみだ
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　罪深くて自分からは仏になれない人も「南無阿弥陀仏」と念仏を唱えれば極楽に往生させてくれるというありがたい仏様。

　その後光の形から「帽子をあみだにかぶる」や「あみだくじ」などの言葉が生まれた。

「あみだにかぶる」：帽子の前を上にあげてかぶる。

「あみだくじ」：下の図のようなくじ。
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◎「お〜する」の用法

　謙譲語（けんじょうご）の形を作る。「〜」には動詞の連用形（ます形）が入る。

例）
おカバンをお持ちしましょう。


５年ぶりにお会いした先生にこちらの近況をお聞かせした。

・同様の形で「お〜いたす」がある。「お〜する」より少しだけ敬意が高い。

　「いたす」は普通はなしことばで、丁寧形「いたします」の形でのみ用いる。

　さらに敬意の高い形として「お〜申し上げる」もある。

例）
ご心配をおかけいたしました。


明日の夕方までにお届けいたします。


先日お伝え申し上げた件についてでございますが・・・。

・「〜する」の形の動詞の場合、「お」「ご」を動詞の前に付けるだけで良い。「いたす」「申し上げる」を付けることもできる。

例）
みなさんに私の婚約者をご紹介します。

お客様にご案内申し上げます。

注意：
①尊敬語を作る形式「お〜になる」「お〜くださる」などと混同しない。

例）　○準備ができたので先生をお呼びした（謙譲語）

　　　╳準備ができたので先生をお呼びになった（自分に尊敬語！）
②尊敬の対象が動作に現れない動詞は普通「お〜する」の形の謙譲語を作らない。

　　　╳お歩きする
╳お登りする
╳お泳ぎする

　ただし、尊敬する相手と関係が深いこと・ものが動作に現れる動詞は謙譲語を作れる。


カバンをお持ちする（カバン＝尊敬する相手の持ち物）


昨日お宅にお伺いしましたがどなたもいらっしゃいませんでした（お宅＝尊敬する相手の家）

◎拝見する

「見る」の謙譲語形。尊敬する相手に関するものを見るときに使う。

例）
先生の若い頃の写真を拝見した。

★特別な形の謙譲語がある動詞（代表的なもの）
(a)
言う


→　申し上げる

見る


→　拝見する

聞く


→　拝聴する
読む


→　拝読する

借りる


→　拝借する

行く・来る・訪ねる
→　伺う（うかがう）

聞く・尋ねる

→　伺う（うかがう）

やる・あげる

→　差し上げる（さしあげる）

もらう


→　頂く（いただく）・ 頂戴する

会う


→　お目にかかる

見せる


→　お目にかける・ご覧に入れる

知る


→　存じ上げる
(b)
する


→　致す（いたす）

行く・来る

→　参る

言う


→　申す

いる


→　おる

食べる


→　頂く（いただく）

知る・思う・考える
→　存ずる（存じる）

(〜する)ことができない
→　(〜し)かねる（わからない→わかりかねる）

　(b) は謙譲語としてだけでなく、話し手を低め聞き手を高めて敬意を示す「丁重語」としても使われる。丁重語は普通丁寧語とともに使い、また尊敬する相手または関係の深いものが存在しなくても使える。

例）
私は山田と申します。

今日はテニスをいたしました。


電車が参ります。

毎日ご飯をおいしくいただいております。

